
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

締めくくりの月を迎えて 

校長 神山信次郎 

 

今年度もあとわずかで終わろうとしています。今年度の締めくくりにふさわしい行事として、3

月 6日（月）に合唱コンクールが所沢市民文化センターミューズ アークホール（大ホール）で行

われました。今年の全体スローガンは 「Let’s  make our sound  二中にしかつくれない合唱」

でした。スローガン達成のため、どの学年、クラスも金賞を目指して、朝練から放課後の練習まで

しっかりと取り組んできました。数週間、クラス全員が心を一つにして本当によく頑張ったと思い

ます。当日の歌声は素晴らしい感動をよび、昨年以上の合唱コンクールになりました。今年も君た

ちの歌声を聞き、保護者の方々はもちろんのこと、地域、評議員の方々から君たちの合唱コンクー

ルに対する姿勢、歌声を褒めていただきました。本当に嬉しいことです。 

さて、言うまでもなく３月は学校にとって締めくくりの月です。日頃の生活の中で辛かったこと

や困難なことはあったと思いますが、それを乗り越えしっかりとできたことの喜びを味わう大切な

時間です。特に３年生は３年間という時間の中で総まとめの月です。本当に義務教育を締めくくる

にふさわしい３月であったと感じてほしいと思っています。中学校生活もあとわずかになりました。

卒業生全員が未来に向かって力強く羽ばたいてもらいたいと願っています。１、２年生も３年生の

晴れ舞台である卒業式を成功させるために、しっかり準備していきましょう。 

【３年生の皆さんへ】 

卒業式が間近に迫ってきました。中学校生活の様々な出来事が思い出されていることでしょう。

卒業式当日は、中学校（義務教育）最後の授業と考えてください。先生方と在校生、来賓の方々、

そして保護者の方々、全員で最後の授業にふさわしい最高の舞台を作り、祝福したいと思います。 

 ３年生の皆さん一人一人が、大泉第二中学校の卒業生としての誇りと自信を胸に巣立っていって

ほしいと思います。そして卒業式当日には皆さんの最高の笑顔を見せてください。 

【保護者の皆様・地域の方々へ】 

 お陰様で平成 28 年度も無事に終わろうとしています。これも保護者の皆様や地域の方々の温か

いご支援のおかげと感謝しております。来年度に向けて、よりよい学校作りを行っていきますので、

これからも本校の教育活動へのご理解・ご協力をお願いいたします。 
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パラリンピック講演会                                       

 

平成 29年 3月 1日（水）、パラリンピック講演会を開催しました。 

講師は、アテネパラリンピック男子フルマラソン金メダリスト、髙 

橋勇市 氏に来ていただき、「夢をあきらめない」を講演テーマに 

お話いただきました。マラソンを始めたきっかけ、アスリートの日常 

生活、生徒に伝えたいことを熱く語っていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

□１年間を振り返って□ 

教務主任  西山 健一 

今年度も本校の教育活動にご理解とご協力をいただきまして、ありがとうございました。秋に行った体育祭や先

日行った合唱コンクールと、大二中らしさを発揮し、素晴らしいものにできました。学習と行事に全力を尽くすこ

とによって、生徒ひとりひとりが人間的に大きく成長していっております。来年度も行事にメリハリをつけること

で、より一層の学習と行事の両立を目指してまいります。今後とも、ご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

生活指導主任  青山 一之 

今年度は、「SNS学校ルール」の策定について、学級で討議して出された原案をもとに、中央委員会で時間をか

けて話し合い、年度末の保護者会でもプリントを配布させていただいたように「大二中SNSルール」を決定いたし

ました。ご家庭でも家庭内のルールを作り、いじめ等のトラブルや犯罪に巻き込まれることのないように心がけて

いただきますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

進路指導主任  東條 貴史           

練馬区では、中学校１校と近隣の小学校でグループをつくり、子供たちの交流や学習上の連携を進めています。

大泉第二中学校では平成２７・２８年度小中一貫教育研究グループとして研究をおこない、「ねりま小中一貫教育

フォーラム」（平成２９年１月２０日 於：練馬文化センター、ココネリホール）で研究発表ならびにポスター発

表をしました。 

次年度からは実践校に移行して、課題改善カリキュラムの実施など小中一貫教育の取組を継続していきま

 

    

 

＜講師紹介＞ 

種目：男子マラソン（視覚障害） 所属：三菱商事株式会社 

ロンドンパラリンピック マラソン競技７位入賞。 

高校２年生の時に、白点状網膜症と診断され、３０才で視力を失った。

1999年、本格的にマラソンの練習を開始し、2004年アテネパラリンピ

ック男子フルマラソンで金メダルを獲得した。現在は、2020年東京パラ

リンピックを目指し、更なる記録へ挑戦し続けている。 

 
＜生徒お礼の言葉＞  ３－B 鈴木 麻里 

本日は、心に響くお話をいただき、ありがとうございました。 

パラリンピック選手からお話を聞くのは初めてでしたが、テレビと違い

実体験を近くに感じることができました。私達ももっと頑張れて、高き

を目指す思いが湧いてきました。また、勇気と可能性をもらいました。

３年後の東京大会では、何らかの形で関わりたいと思います。今後、今

日の講演を礎にして前向きに歩んでいこうと思います。 

 


